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カケハシ・プロジェクト招へいプログラムの記録 

対象：カケハシ・イノウエ第 3陣（米国） 

 

１．プログラム概要 

 対日理解促進交流プログラム「カケハシ・プロジェクト」として，米国から大学生及

び引率者 25名が 2019年 3月 17日～3月 24日の日程で来日し，日本の政治，経済，社

会，文化，歴史及び外交政策などの対日理解促進を目的としたプログラムに参加しまし

た。講義，視察，日本人との交流などを通じて幅広く日本を理解する機会を持ち，各々

の関心事項や体験について SNSを通じて対外発信を行いました。また，帰国前の報告会

では，訪日経験を活かした帰国後のアクション・プラン（活動計画）について発表しま

した。 

 

【参加国・人数】 

米国：25名 

 

【訪問地】 

東京都，愛知県 

 

２．日程   

3/17(日) 来日  

3/18(月) 【オリエンテーション】 

【講義】横浜国立大学 長谷川健治准教授 

【視察】国会議事堂 

東京都から愛知県へ移動 

3/19(火) 【歴史的建造物】名古屋城 

【視察】徳川園 

【学校交流】名城大学 

3/20(水) 【文化体験】豊田市和紙のふるさと 

【企業視察】トヨタ自動車堤工場 

【ホームステイ対面式】 

3/21(木) 【ホームステイ】 

【ワークショップ（報告会準備）】 

3/22(金) 愛知県から東京都へ移動 

【視察】日本科学未来館 

【視察】東京都庁展望室 

【成果報告会】 

【交流】米日カウンシル 
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3/23(土) 【視察】江戸東京博物館 

【視察】明治神宮・原宿 

3/24(日) 【視察】浅草寺 

離日 

 

３．プログラム記録写真  

  

3/18【講義】横浜国立大学 3/19【視察】徳川園 

  

3/19【学校交流】名城大学 3/20【文化体験】豊田市和紙のふるさと 

  

3/22【交流】米日カウンシル 3/24【視察】浅草寺 
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４．参加者の感想（抜粋） 

◆ 日本の歴史・文化についての講義では日本の慣習について幅広く紹介いただきま

した。大変有意義な内容で，この国の背景・歴史についての知識を得ることができまし

た。学校交流は素晴らしい友達と出会う機会を与えてくれました。社会，文化，教育的

交流は大切ですが，強い絆と生涯の友情こそが，日米両国間の文化交流をはぐくみ続け

るでしょう。国会議事堂は印象的で，皇后陛下や首相など昔の社会階層について学びま

した。トヨタ自動車では製造ラインの先進性，生産の効率化を知ることができました。

また，ホームステイは，日本文化にどっぷりと浸ることができる最高の経験でした。24

時間にも満たない滞在で，いろいろな種類の食べ物，着物，茶道，三味線まで体験でき

るとは想像できませんでした。ホームステイは私にとって一番良かったプログラムです。 

 

◆ 初日の講義は大変情報に富んでおり，日本についての重要な洞察と背景を教えてく

れました。それは，日本を知るうえでとても役に立ちました。学校交流は私の好きなイ

ベントの一つで，多才で素敵な名城大学の学生と生涯続く友情を築くことができました。

ソーシャルメディアを通じて彼らとの関係を深め，そして願わくは再び訪問したいと思

います。国会議事堂は素晴らしく，カリフォルニアや米国の議事堂の建物，芸術，歴史

との比較は興味深かったです。ホームステイはこれまで他で見たことのない日本文化に

直に触れる素晴らしい体験でした。全てにおいて，インターネットや教科書では学べな

い知識を習得することができ，全行程を楽しみました。 

 

５．受入れ側の感想（抜粋） 

◆ 学校交流受入れ担当者 

名城大学学生とソノマ州立大学学生がお互いに再会を非常に喜んでいる姿が印象的

でした。会っている時間は，それほど長くないため，お互いをそれほど深く知っている

わけではないと思いますが，限られた時間の中でも，積極的にコミュニケションを取ろ

うとする姿がお互いにみられ，「相手を受け入れ，知ろう」とすることの大切さを感じ

ました。本学の学生については，受け入れ・派遣を通じて，「準備すること」の大切さ

を学べたのではないかと思いました。 

 

◆ ホストファミリー 

短い滞在でしたが，子供とゲームをしたり，いろいろな話をしたりできてよかったで

す。二人とも，料理やお菓子作りが好きということでしたので，2日目に一緒にサラダ

巻とシフォンケーキを作ることができ楽しんでもらえました。日本の家の仕組みに興味

をもたれたようで，写真を撮っていました。帰国後もメールで連絡を取りたいと思って

います。 
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６．参加者の対外発信  

  

ツアーガイドについての発信(Facebook) 

カケハシ・プロジェクトの参加者だけでな

くツアーガイドと絆を作ることができまし

た。 

ホームステイについての発信(Facebook) 

ホストファミリーと素晴らしい時を過ごし

ています。親切にも昔の着物を着させてく

れ，初めてたくさんのお寿司を食べまし

た。神社に行きご先祖様に敬意を示しまし

た。最後に三味線を弾きました。 

 

７．報告会での帰国後のアクション・プラン発表 

 

 

アクション・プランの発表 

 写真集を作ってそれを友人や家族とシェアする。 

 パワーポイントのプレゼンテーション，写真のビデオスライドショー，情報をクラス

で見せる，同時に日本で購入したものをシェアする。 

 私の経験をブログポストに投稿しソノマ州立大学のウェブページにリンクを貼る。 

 ホストマザーからもらった着物を着ることで日本文化について教える。三味線を弾

いている映像を見せる。茶道のパフォーマンスを行う。 

 社会学を専攻しているので日本での経験をシニアのセミナークラスで教えて日米の

社会規範を比較する。 

 プリスクールのティーチングアシスタントとして，自宅に持ち帰ったゲームやもの

を通して生徒たちと日本での経験をシェアする。 


